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はじめに 

長沼町は、石狩平野の南東部に位置する人口約 12,400 人の町で、札幌市中心部から 32km、車で

1 時間圏内に位置する、都市近郊型の田園地帯です。また、北海道の空の玄関である新千歳空港か

らも 28km、車で 40 分圏内と近い立地条件にあります。 

 本町の開拓の歴史は、明治 20 年に岩手県人吉川鐵之助らの手により始まり、平地部は一辺 300

間（約 550m）の植民区画に区切られるとともに、防風林が縦横に配置されるなど、計画的な開拓が

行われました。また、夕張川と千歳川に挟まれた本町は、幾度と無く水害に襲われましたが、治水

事業のたゆまぬ努力によりこれを克服し、現在では、美しい景観をたたえた稲作中心の農業地帯と

して発展しています。 

近年は、平成 4年から「ニューカントリー事業」に、平成 8年から「うるおい・緑・景観まちづ

くり」に取り組み、街路樹や歩道、公園、融雪溝、街路灯の整備など、水と緑と光に着目したまち

づくりを進めてきました。その中で、「緑の百景づくり」「花いっぱい運動」など、町民主体による

景観づくりが盛んに行われるようになり、町民の景観への意識も次第に高まりを見せています。 

そのような中、平成 16 年 6 月に、日本で初めての景観に関する総合的な法律である「景観法」

が制定されました。これを受けて、全国の市町村において、それぞれの特徴を活かした景観行政が

まさに展開されようとしています。 

 長沼町は、平成 19 年 8 月に景観行政団体となり、これまでに進めてきたまちづくりの取り組み

を踏まえながら、景観法という新たな枠組みのもとで美しい景観づくりに取り組んでいくこととし

ました。 

美しい景観は、私たち町民が町に誇りと愛着を持て、快適で活気のあるまちづくりにつながって

いくものです。また、美しい景観づくりは、町民・事業者・行政等が景観づくりの目指す姿とその

ための手法を共有した上で、それぞれが出来るところから時間をかけて、世代をまたいで取り組ん

でいくものです。 

この「長沼町美しい景観づくり計画」は、景観法第８条の規定に基づく景観計画として、計画の

区域、計画の理念、届出を要する行為等、美しい景観づくりの施策の基本的事項を定めたもので、

町民・事業者・行政等が一体となって美しい景観づくりに取り組むための指針となる計画です。 

 なお、この計画は、「長沼町美しい景観づくり条例」と連動して運用することとし、必要に応じ

て記載内容の追加・見直しを行うなど、運用しながら随時変更を行っていく計画とします。 

 

 

 

この計画は町民参加の「美しい景観づくり懇談会」を 

開催しながら検討し、取りまとめました 

（平成 18 年 8月～19 年 10 月・８回開催） 
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第１章 長沼の景観とは 

1-1 長沼の景観の概要 

長沼町は、石狩平野の南東部に位置する農業が基幹産業の町で、総面積は 168.36km2で、その

約 3分の 2を農地が、約 1割を山林が占めています。 

町の約 8割はおおむね平坦な低地帯で占められており、残りの約 2割が馬追丘陵の緩傾斜地と

なっています。その地形的な特徴から、馬追丘陵には石狩平野を見下ろすことのできる眺望点が

数多く存在します。 

町内には、町を囲むように流れる夕張川・千歳川・旧夕張川のほか、嶮淵川・馬追運河などの

河川が流れるとともに、平坦地全域にわたって直線的な排水路が整備されています。さらに、馬

追丘陵ではため池なども見られます。また、町の南部に位置する幅広水路は、かつての湿地帯（長

都沼）の名残を感じさせるものです。 

平地の田園地帯は、幅の広い防風林のある格子状の水田が広がり、農業がつくり出す四季折々

の田園風景を楽しめるとともに、集落や住宅が点在し、屋敷林や庭園とも相まって景観にアクセ

ントを添えています。 

国道 337 号と主要道道札幌夕張線・恵庭栗山線の交点周辺部には、町民の半数以上が居住する

中央長沼市街地があり、街路樹や公園、融雪溝等の整備が進み、うるおいを感じられる街並みの

整備が進んでいます。 

町の東側に位置する馬追丘陵には、温泉や道の駅等の観光・レクリエーション施設が点在する

とともに、豊かな自然を有する山林と地形に沿って造成された農地が広がっています。近年は、

眺望の良さに惹かれた移住者等の住宅が増加してきています。 

また、町民のボランティアにより「花いっぱい運動」が行われ、道路沿いや公共施設が花で彩

られています。 

以上から、景観的な特徴をもとに、町を大きく区分すると、①丘陵、②市街地、③田園、④水

辺の 4つの「景域」に分類することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●長沼の土地利用の比較 

明治 40（1907）年ころ              現在  

出典：石狩川開発建設部資料 
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1-2 長沼の景観の特性 

〔区域ごとの特性：馬追丘陵〕 

 農業や観光など多様な土地利用が行われるとともに、最近では移住者を中心に新たな長沼スタイ

ルともいえる暮らしが営まれていますが、一部では樹木の伐採や廃材の放置など、環境や景観への

配慮が十分でない箇所が見受けられ、この地域の持つ価値と魅力の持続・向上が課題です。 

 
〔中央長沼市街地〕 

 町民の半数以上が居住し、公共公益施設が集中する「長沼の顔」であり、これまでの街並みの変

遷を受け継ぎながら、市街地らしい活気や賑わいの創出と、適度な統一感のある街並みの形成が求

められます。 

 
〔平地の農村部〕 

 田園と水辺の２つの景域によって構成されます。農業がつくり出す田園景観は、長沼の景観を形

づくる最も重要な要素です。農業生産の維持向上や経営安定を図りつつ、農地・用排水路・防風林・

耕作道などの農村資源の保全と質的向上が必要です。また、河川・水路などの水辺は、治水・利水

という本来目的の実現を前提としながら、親しみやすい水辺空間の創出に留意するとともに、河畔

林などによる緑のネットワーク形成に努めることが必要です。 

 
〔景観を構成する要素ごとの特性〕 

 住宅などの建築物は、農家住宅では家屋と倉庫などで色彩の不統一が見られるとともに、市街地

では周辺景観との調和にまで意識が及んでいないなど、景観への関心がまだ十分でない状況にあり

ます。一方でファームレストランを中心に、周辺景観と調和した「長沼テイスト」ともいうべき建

築物が増えてきています。 

 道路・公園・河川などの公共施設は、ニューカントリー事業などにより、水と緑あふれる長沼ら

しい景観形成が進められており、今後とも美しい景観づくりを先導する役割が求められますが、道

路の防雪柵が眺望を阻害する箇所が見られるなどの課題も挙げられます。 

 町内には景観を眺めることのできる眺望点が数多く存在しますが、ゆっくりと眺望を楽しめる場

所が少ないなど、町の活性化を図る上で、眺望の良さが活かしきれていない状況にあります。 

 屋外広告物は、町内では景観に大きな影響を及ぼしている箇所はほぼ見られませんが、局所的に

はやや煩雑に設置されている箇所が見受けられます。 

 電柱・電線は、全町共通の景観阻害要因といえるもので、無電柱化は経済性の面から難しいもの

の、主要交差点部のみの無電柱化の実施や、電柱の配置の工夫、見え方の緩和などに取り組む余地

があります。 

 
 以上を踏まえて、恵まれた景観を保全しながら、新たな長沼らしい景観を形成していくことが、

美しい景観づくりの課題といえます。
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第２章 長沼の美しい景観づくりの考え方（法第 8条第 2項第 2号関係
※ 

 ） 

2-1 計画の理念 

 

 

計画のテーマ 

「いただきます」暮らしがつくる長沼の豊かな風景 

～一人ひとりの取り組みが「長沼ブランド」を育てる～ 

 

 

美しい景観は、私たちが快適で心地よい生活を営み、愛着と誇

りを持てる郷土づくりに必要なものであり、さらに、町の活性化

にもつながるものです。 

また、景観は、私たちの暮らしの姿が色濃く映し出されたもの

でもあります。 

このため、日々の暮らしに「景観」の視点を取り入れ、町民一

人ひとり、個々の事業者、そして行政が、身のまわりの景観に関

心を持ち、できるところから景観を整えていきます。 

あわせて、良い景観はみんなで守り、残念な景観はみんなで直

していくなど、町民・事業者・行政が一体となって、長い時間を

かけて景観を整えていく、「長沼町の美しい景観づくり運動」を進

めていきます。 

この取り組みの輪を広げることで、地域全体として快適で住み

よい環境をつくり、町としての魅力や価値をより一層高めていき

ます。 

つまり、町の良好な景観を活かすことにより「長沼ブランド」

を育てようというものです。 

 

 

長沼ブランドって？ 

 

 

 

 

 

 

 

長沼の良質で新鮮な農産物や加工品だけでなく、 

長沼の豊かな自然、美しい景観や雰囲気、 
長沼での多様な暮らし方、活発な町民活動など、 
町民にとって誇りの持てる、または町外の人々を惹きつける、

長沼の魅力を総称して「長沼ブランド」と呼ぶものです。 

 
 
※ただし「2-4 計画対象区域の設定」は除きます。 
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2-2 長沼の景観の目指す方向 

  

 

 

 

 

 

 

① 自然や田園風景と人々の暮らしが調和する、長沼ならではの風景を守り育てる 

本町の自然豊かな馬追丘陵、馬追運河をはじめとする水辺空間、農地・防風林などの農業がつ

くり出す田園風景など、水と緑あふれる美しい景観は、先人たちによって形づくられてきた、町

民共有のかけがえのない財産であり、町の風土や歴史・文化が映し出された、長沼ならではの風

景と言えるものです。 

この長沼ならではの風景を守り、育て、次の世代へと引き継いでいくよう、美しい景観づくり

に取り組んでいきます。 

 
② 多様性や自由さを尊重しながら、全体として調和する景観づくりを進める 

美しい景観づくりは、そこに住む人々の住みやすさや居心地の良さを高め、生き生きとした暮

らしをつくり出すとともに、訪れる方々にも好印象を与えるものです。 

景観づくりに当たっては、いたずらに強い規制をかけるのではなく、住民個々の多様性や自由

さを尊重しながら、その地域に住む人々にとって、より住みやすい、より居心地の良い環境がつ

くられるよう適度なルールを定め、多様さの中にも地域全体として調和する景観づくりを進めて

いきます。 

 
③ “見られる”対象物だけではなく“見る”場所を整える 

美しい景観づくりのためには、“見られる”対象物だけではなく、“見る”場所を整えることで、

住民などが町の景観に触れる機会を増やすことが重要です。 

このため、石狩平野を見下ろす眺望や、馬追丘陵を見上げる眺望、自動車で移動しながら見る

眺望など、景観を眺める機会をつくり出すよう配慮していきます。 

 
④ 景観を守り育てる人材を育成し、人のネットワークの活性化を図る 

  美しい景観づくりのためには、町民一人ひとりが町の景観に目を向け、「景観を見るまなざし」

を育むことで、景観づくり・まちづくりへの参加意識を高めることが重要です。 

  このため、町の景観に関する情報の発信、景観を学び、語り合う機会づくり、景観づくりに係

わる町民活動への支援などに取り組んでいきます。 
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2-3 景観づくり全体に共通の考え方 

  
 

 

 

この計画では、住民個々の多様性や自由さを尊重し、少ないルールのもとで景観づくりを

進めていくことにしています。このため、「こうすると景観を良くすることができる」とい

うノウハウやアイデアを蓄積し、それをみんなで共有していきます。 

 

 

 

長沼はすでに自然と調和した良好な景観に恵まれています。それをさらに活かすため、景

観を阻害する看板や派手な色彩など、余計なものや必要性の薄いものを取り除くことから始

め、付け加えるときは、なるべくスマートにするよう心がけます。 

 

 

 

美しい景観は一朝一夕につくられるものではなく、長い年月をかけて少しずつ良くしてい

くものです。景観づくりの取り組みは、身近なもの、出来るものから実施し、徐々にその内

容を充実していきます。 

 

 

 

景観は際限なくつながっており、景観づくりのためには町民・事業者・行政の連携が必要

です。これらが一体となって、景観の専門家などのさまざまな力を借りながら、景観のレベ

ルアップを目指します。 

(1) 景観づくりのノウハウは、みんなで共有 

(2) 余計なものを減らし、付け加えるときはスマートに 

(3) 身近なものから始め、長い目でじっくりと 

(4) みんなの力を結集して景観をレベルアップ 
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2-4 計画対象区域の設定（法第 8条第 2項第 1号関係） 

計画対象区域は長沼町全域 

・ 町民・事業者と行政の一体的な取り組みにより美しい景観づくりを進め、「長沼ブランド」を育

てることが目的であること、眺望の広がる丘陵と平野の地形であることから、町内全域を計画

区域とします。 

３つの区域に分けて景観を考えます 

・ 景観の特性から町域を 

①馬追丘陵、②中央長沼市街地、③平地の農村の 

3 つに区分して、景観づくりを進めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③平地の 

農村 

①馬追丘陵 

※①馬追丘陵区域の境界は、別添の美しい景観づくり計画図

（1/5,000）に示します。 
※②中央長沼市街地区域の境界は、都市計画用途地域の境界

と同じものとします。 

②中央長沼 

市街地 
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第３章 美しい景観をつくるための取り組み 

 3-1 区域ごとの景観の目標像（法第 8条第 2項第 2号関係） 

 
：自然と融和した住まい方を進め、馬追丘陵の価値・魅力を高める 

・ 緩やかな傾斜地で、自然・生態系が豊かで、石狩平野を見下ろす眺望に優れ、農業・

観光・リゾート住宅等の多様な土地利用が展開されていますが、一部で、環境や景観

に十分配慮されない住宅開発等が行われる状況にあります。 

 
地域のもつ潜在的な魅力や都市住民のニーズから、多様な利用がますます広がると推測され、

自然と融和した持続的な住まい方・土地利用を進めることにより、資産価値や魅力の維持・

向上を目指します。 

 
 

：長沼の中心らしい「調和」と「賑わい」の市街地景観をつくる 

・ 公共公益施設や商業施設などが立地し、町民の約半数が居住する長沼の中心で、ニュ

ーカントリー事業などにより、街並み・公園・融雪溝などが整備され、潤いを感じら

れるまちづくりが進んでいます。また、沿道や公共施設は花で飾られ、「夕やけ市」

などの季節感あるイベントが開催され、賑わいを見せています。 

 
暮らしや産業活動に景観という視点を取り入れ、出来るところから、調和の取れた街並み・

家並みの形成を進め、住みよい環境を創出するとともに、今後ともイベント等を通じた賑わ

いの創出に取り組みます。 

 
 
     ：農業がつくる長沼ならではの「美味しい景観」を守り育てる 

・ 植民区画と耕地防風林、湿地帯の開拓、排水整備など「農業のまち」として形成され

る過程を経て、今日の景観がつくられてきました。季節によって姿を変える田園風景

は、賑わいを見せる直売所とともに、「美味しい景観」とも言うべきグリーン・ツー

リズムの重要な資源です。「緑の百景づくり」により、農家住宅における屋敷林や庭

園づくりが広がり、単調となりがちな田園景観にアクセントを添えています。 

 
良質な農産品、直売所やファームレストランなどととも

に、景観を農業における長沼ブランドを構成する要素の

ひとつとして位置づけ、今後も農業振興施策などによっ

て、農地の高度利用、農地・水利施設などの資源の保全・

向上に努めるとともに、農家の住宅まわりの景観をより

良くする取り組みなどを進めていきます。 

③平地の 

農村 

②中央長沼

市街地 

①馬追丘陵 

農業分野における 

長沼ブランドの形成 

●良質な農産品 

●直売所の賑わい 

●ファームレストラン 
●美味しい景観 
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 3-2 美しい景観づくりのための工夫と行為の制限 

 

前述の３つの区域ごとの目標像を実現するために、町民・事業者・行政が協力して①景観づくりの

工夫を進めます。これは義務ではありませんが、全ての建築物・工作物・開発行為を対象に新築・

改修のときだけでなく、普段の暮らしのなかでも取り入れていくことで徐々に景観の質を向上して

いくことを目的とします。 

また、一定規模以上の建築物・工作物・開発行為を対象に、②景観形成基準による行為の制限を

行います。これは、目標とする景観から大きく外れたものができることを防ぐ最低限のルールです。 

 

「景観づくりの工夫」 

「ルール（景観形成基準）」 

目標像を実現 

③平地の 

農村 

 

②中央長沼 

市街地 

 

①馬追丘陵 目標像 
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目標から景観が大きく外れてしまわないよう「ルール（行為の制限）」を定めます 

 

（１）景観の目標像を実現するための「景観づくりの工夫」 

  

 

景観づくりのビジョン（目標像）を実現するために心がけていただきたいことを定めます。これ

は義務ではありません。建築物・工作物の建築や開発行為に加えて普段の暮らしの中に取り入れる

ことで、長沼の景観が少しずつ向上します。 

 

（２）目標像から外れ、景観を損ねてしまわないためのルール（法第 8条第 2項第 3 号関係） 

 

 

このルールは、現在の長沼の景観を悪化させないよう、周辺の景観から突出したものができるこ

とを防ぐためのものです。 

一定規模以上の建築物・工作物の建築、外観の変更を伴う修繕・色彩の変更や、開発行為などを

行う際は、事前の届出を求めることとし、景観形成基準に適合しない場合は、必要に応じて設計の

変更などの対応をとるよう勧告または変更命令をすることとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルールの対象：一定規模以上の建築物・工作物・開発行為等 

この景観を実現するために、「景観づくりの工夫」を推奨します くふう 

いずれの区域でも建築・開発行為等を行う主体に対し、必要に応じて、周辺住民への説明を求める

ことができるものとします。 

【届出手続きのフローチャート】 

事
前
相
談

行
為
の
届
出

行
為
の
届
出

助言など助言など

行
為
の
着
手

行
為
の
着
手設計の

変更
変更命令

勧 告

不 勧 告

適合審査適合審査

周辺住民への
説明の要請 説明会等説明会等

変
更
届

変
更
届

行為の着手は、届出から30日以
上経過した後としてください。

※２

※１

事
前
相
談

行
為
の
届
出

行
為
の
届
出

助言など助言など

行
為
の
着
手

行
為
の
着
手設計の

変更
変更命令

勧 告

不 勧 告

適合審査適合審査

周辺住民への
説明の要請 説明会等説明会等

変
更
届

変
更
届

行為の着手は、届出から30日以
上経過した後としてください。

※２

※１

※１ 不勧告の場合は、町がこの期間を短縮する場合があります。 

   また、変更命令を行う場合は、町が 90 日を上限に期間延長する場合があります。 

※２ 変更命令に従わない場合は、現状回復等を命ずることがあります。 
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自然と融和した住まい方を進め、馬追丘陵の 

価値・魅力を高める 

 

長沼ブランドの 

景観ビジョン 

（目標像） 

①馬追丘陵 

丘陵の地形と調和する 

低層の建築物や工作物 

低彩度の色彩、素材の色彩 

ゆったりした配置 

建築物が眺望を妨げない配置 

敷地内緑化 

電柱の地中化 

もともとある樹木を 

シンボルツリーとして大切にする

道路から建物までのアプローチ

を緑などで演出する ビューポイントをつくる 

目標から景観が大きく外れてしまわないよう「ルール（景観形成基準）」を定めます 

×馬追丘陵の稜線から突出

する高い建築物等が建つ 

（→高さのルール） 

×違和感のある色彩の建築

物等が建つ 

（→色彩のルール） 

×住戸間の間隔が狭く過度

に密集して建築物等が建

つ（→配置のルール） 

この景観を実現するために、「景観づくりの工夫」を推奨します くふう 
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 空間構成  

■ 眺望を妨げない配置 

建築物の新築のときだけではありません。物置を増築するなど、あとから施設をつけ加える際も気をつけまし

ょう。周囲の良好な景観を邪魔する場所にないでしょうか。建物の内部から、敷地内から、敷地外からの視点

を確認する必要があります。 

 

■ビューポイントをつくる：外構ならやりやすい 

既存の建築物で眺望を得られない場合も、外構（建物のまわり）を工夫して、視点場（ビューポイント）をつ

くることは可能です。例えば、石狩平野を眺めながらお茶を飲めるテーブル・ベンチを外構に設置することが

考えられます。簡素な仮設的なものであっても、長沼らしい生活様式から来客にもてなしの気持ちが伝わりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施設のデザイン  

■外壁・屋根の色彩 

丘陵を眺めたときに建築物の存在が突出しないよう、外壁や屋根は落ち着いた色彩を選びます。全ての色彩は

「マンセル値」（P19 参照）という数値で表すことができますが、R（赤系）や YR（オレンジ系）など暖色系の

色相、低明度、低彩度の色は、こげ茶色など馬追丘陵の景観に馴染みやすい色です。 

 

■馬追丘陵のスカイラインから突出しない屋根形状 

ゆるやかに起伏する馬追丘陵の地形には平らな屋根よりも、勾配のある屋根のほうが馴染むと思われます。 

屋根の形状は、敷地内で雪処理ができることを考慮して陸屋根よりも勾配屋根を推奨します。 

 

 

馬追丘陵の地形を活かせば、いすやテーブル

を置くだけでビューポイントになる 

こうしたらよくなる 

景観づくりの 

工夫 

①馬追丘陵 

くふう 

 

こげ茶色など暖色系・低明度・低彩度の色彩、

勾配屋根は風景から突出せずになじみやすい 
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こうしたらよくなる 

景観づくりの 

 
 

 

 

 

■ファサードへの自然素材の導入 

馬追丘陵の環境に溶け込むため、建築物のファサードには、木材・石材など自然素材を使用することを推奨し

ます。導入時のコストが高価であっても、時間の経過につれて風合いが生まれます。都市部の居住者にも人気

のある馬追丘陵地区の資産価値を向上することも期待できます。コストやメンテナンスを重視して、サイディ

ング等を採用する際も、木目調やレンガ風、石張り風など模様をプリントした建材の使用を控え、金属・セラ

ミックなど素材の表情を活かしたものを推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

■敷地内の電線の地中化 

敷地内に引き込み電柱を設置する際、電線類の地中化を検討することを推奨します。新設の場合は電柱を設置

するより、むしろ費用が安くなる場合があります。 

■緑化 

①樹木を大切にする 

建築物は多くの場合、周囲に緑を配することで一層魅力的になります。敷地内の既存樹木の保全と緑化を積極

的に行い、周辺の街並みづくりの手本を示します。樹木により丘陵の保水効果が高まることも期待できます。

 

②アプローチを演出する 

道路から住宅までの間に緑地やフラワーポットを設け、花を育てたり、建築物の規模に見合った樹木（シンボ

ルツリー）を植栽するなどアプローチの緑を演出します。我が家への愛着が高まり、来客にもてなしの気持ち

が伝わります。 

 

 

①馬追丘陵 

建物までのアプローチを花で演出した例 
 

馬追丘陵の環境では樹木と建築の組み合わせ

が大きな魅力となる 

RC 造に板張りを組み合わせた住宅 

くふう 



 13

 
 

 

 

 

 

 

 

届出対象となる行為（建築物・工作物・開発行為等） 

種別 内容 規模 

新築、増築、改築、移転 延床面積100㎡又は高さ10ｍを超え

るもの 

建築物 

外観を変更する修繕、模様替え又は色彩の変更 延床面積100㎡又は高さ10ｍを超え

る建築物で外観の過半を超えるもの

擁壁その他これらに類するもの 高さ２ｍを超えるもの 新設、 

増築、 

改築、 

移転 

・電気の供給又は電気通信のための

施設 

・煙突、排気塔等 

・鉄筋コンクリート柱（電柱を除

く）、金属製の柱、木柱等 

・物見塔等 

・高架水槽等 

・彫像、記念碑等 

・観覧車、コースター、ウォーター

シュート等の遊戯施設 

・コンクリートプラント、アスファ

ルトプラント等の製造施設 

・自動車車庫の用に供する立体的な

施設 

・石油、ガス等の貯蔵・処理施設 

・汚水処理施設、ごみ処理施設等 

築造面積100㎡又は高さ10ｍを超え

るもの 

（建築物と一体となって設置される

場合は、地盤面から当該工作物の上

端までの高さが 10ｍを超えるもの

又は築造面積 100 ㎡を超えるもの）

工作物 

外観を変更する修繕、模様替え又は色彩の変更 上記の種類及び規模の工作物で外観

の過半を超えるもの 

開発行為 ・ 都市計画法に規定する開発行為 1,000 ㎡を超えるもの 

その他 ・ 土地の形質の変更（都市計画法に規定する

開発行為を除く） 

1,000 ㎡を超えるもの 

 

届け出る必要の

ない行為 

・上記の規模に満たない行為 

・通常の管理行為、非常災害のための応急措置として行う行為など 

景 観 を 壊 さ な い 

ためのルール ①馬追丘陵 
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 景観形成基準 

高さ ・ 麓から見たときに丘陵の稜線や周辺景観から突出しないよう、10ｍ以下としてく

ださい。 

色彩 ・ 外壁・屋根の色彩は光沢を抑え、色相に応じ、【別表-1】の明度・彩度を下回るよ

うにしてください。（アクセントとして概ね 2割の範囲内で用いる色彩はこの限り

ではありません） 

・ 外壁・屋根に記載するものはワンポイントのロゴマーク・ロゴタイプに留め、外

観の面積の 25％を超えるイラストなどを記載しないでください。 

配置 

 
・ 道路・隣地境界からの後退距離を十分にとり、ゆとりある空間の確保に努めてく

ださい。 

建

築

物 

緑化 ・ 既存の樹木を適切に保全するとともに、樹木を植栽するよう努め、敷地面積の20％

以上の緑地（樹木、芝生、花、菜園、植栽されたプランターの設置など）を確保

してください。 

高さ ・ 麓から見たときに丘陵の稜線や周辺景観から突出しないよう、機能上やむを得な

い場合を除いて、高さが 10ｍ以下となる工夫をしてください。 

形態・意匠 ・ 建築物と一体的に整備する場合は、建築物本体とのデザインの調和を図ってくだ

さい。 

・ 擁壁などについては、威圧感を軽減するよう、形状・素材感の工夫、壁面の緑化、

前面の植栽など修景措置を実施してください。 

・ 立体の施設は、外周部に樹木を植栽するなど修景措置を実施してください。 

色彩 ・ 工作物の表面の色彩は光沢を抑え、彩度 3以下としてください。（法令で定められ

るものはこの限りでありません） 

・ 工作物表面に記載するものはワンポイントのロゴマーク・ロゴタイプに留め、外

観の面積の 25％を超えるイラストなどを記載しないでください。 

配置 ・ 道路その他の公共用地に接する敷地境界線からの後退距離を十分にとり、ゆとり

ある空間の確保に努めてください。 

・ 道路その他の公共の場所からの見え方に配慮してください。やむを得ず高さが 10

ｍを超えるときは、できる限り目立たない位置に設置してください。 

 

工

作

物 

緑化 ・ 既存の樹木を適切に保全するとともに、新たに樹木を植栽するなど、緑化に努め

てください。 

 

景 観 を 壊 さ な い 

ためのルール ①馬追丘陵 
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 景観形成基準 

開

発

行

為

等 

・都市計画法に規

定する開発行為 

 

・土地の形質の変

更（都市計画法

に規定する開発

行為を除く） 

 

・ できる限り自然の地形を活かすよう配慮し、道路その他の公共の場所から見える

箇所では、のり面・擁壁などの配置はできるだけ避けてください。 

・ 切土・盛土によって生じるのり面は、可能な限り土羽によるものとし、やむを得

ず擁壁を設置する場合は、必要最小限にとどめるとともに、仕上げの工夫または

前面の植栽などによる修景措置を実施してください。 

・ 擁壁は、塗装、素材いずれの場合も、光沢を抑え、彩度 3以下としてください。

・ 擁壁に記載するものはワンポイントのロゴマーク・ロゴタイプに留め、外観の面

積の 25％を超えるイラストなどを記載しないでください。 

・ 既存の樹木を適切に保全するとともに、新たに樹木を植栽するなど、緑化に努め

てください。 

景 観 を 壊 さ な い 

ためのルール ①馬追丘陵 

※ 開発行為等については、必要に応じて、生活環境の整備その他の暮らしよい環境の創出に必要な対策を講じ

るよう要請を行う場合があります。 
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別表-1 建築物の色彩 

 
 

10YR 

彩度 0        3 ５B：青系統 

５R：赤系統 

2.5Y：黄色系統 

彩度 0          4 10YR：オレンジ系統

彩度 0         3 ５B：緑系統 

景 観 を 壊 さ な い 

ためのルール ①馬追丘陵 

色相 明度 彩度 

5.0R～2.4GY 

（赤、オレンジ、黄

色、黄緑系統） 

4 以下

 

2.5GY～4.9R 

（緑、青緑、青、青

紫、紫、赤紫系統）

7以下 

 

3 以下

5.0R 

2.5GY 

緑、青緑、青、青

紫、紫、赤紫系統

●「では、どんな色をつかったらよいのですか？」 

この計画では、建築物の屋根や外壁の色を一律に決めることをしていません。「彩度を抑えた、落ち着いた色彩」とい

うゆるやかなルールのなかで、長沼らしい個性のある良質な建築物が生まれ、徐々に集積されていくことを期待して

います。ただ、どんな色にしたらよいのか分からないという場合は、以下の通りにすると比較的失敗がありません。

外壁：色相が YR の色を選びます。この系統の代表であるベージュ、暖色系のうすいグレーなどは樹木の表面、 

岩石など四季を通して変化のない要素と同系なので、風景に調和しやすい色です 

屋根：外壁よりも低明度の色を選びます。建物全体が引き締まって見えます。 

赤、オレンジ、黄

色、黄緑系統 

彩度 0           4 

彩度 0           4 

※中央長沼市街地・平地の農村に比べて明度を抑え、より落ち

着いた色彩を採用します 

明度 7 

     

 

 

 

 

    0 

明度 7 

     

 

 

 

 

    0

明度 7 

     

 

 

 

 

    0 

明度 7 

     

 

 

 

 

    0 

明度 7 

     

 

 

 

 

    0

点線内が 

馬追丘陵で許容される色彩です 
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色彩の基礎知識  
 
■特定の色を表すにはマンセル値 

色彩は通常「赤」「青」「緑」「灰色、グレー」などの呼び名で呼ばれていますが、これでは同じ「赤」にも

幅があり、人により選ぶ色が違ってしまいます。 

色を客観的に特定するための指標はいくつかありますが、マンセル値が一般的に用いられます。 

 
■色は 3要素で表す 

マンセル値では色を①色相（色合い）、②明度（明るさ・暗さ）、③彩度（鮮やかさ）の 3 要素により表します。この

3 要素の数値の組み合わせによって全ての色彩（物体色）を表現することが可能です。 

 
①色相 

木の葉は緑、空は青、ラベンダーは紫というように、誰でも物の「色合い」を思い浮かべることがで

きます。この色合いをマンセル値では G（緑：グリーン）、B(青：ブルー)、P（紫：パープル）R（赤：

レッド）Y（黄：イエロー）の５つで表します。さらにこれを絵の具を混ぜるように組み合わせ、例

えば YR（黄赤：オレンジ色）というふうに表します。表の 10YR は最も黄色に近い黄赤という意味

です。Y と G の組み合わせで黄緑、B と G で青緑というように組み合わせをつなげていくと、下の

図のように「色相環（しきそうかん）」と呼ばれる輪ができます。 

 
②明度・③彩度 

下の図は、色相環から 10YR を取り出し、明度と彩度をさま

ざまに調整して並べたものです。 

彩度は横方向の変化で、色の鮮やかさを表します。色相環か

ら取り出した色は右端の彩度 14 ですが、この数値を小さく

していくと、だんだんくすんだ色になり、ゼロになると色合

いのないグレーになります。 

明度はこのうち縦方向の変化で、色の明るさ、暗さを表しま 

す。数値が大きいと明るく（白っぽく）、小さいと暗く 

（黒っぽく）なることが分かります。 

 
■マンセル値の見方 

3 要素を【色相 明度／彩度】の順に表します。慣れてくると数

値でおおよそどんな色か見当がつきます 

例・右側の赤い囲みの色は 【10YR7/14】 
10 ワイアール 7の 14 と読み、色相が 10 のイエローレッド、 

明度 7、彩度 14 を意味します 

 

左側の青い囲みの色は 【10YR6/1】 
 

※無彩色（白～灰色～黒のモノトーン）の場合 
【Ｎ9】（エヌ 9）【Ｎ3】（エヌ 3）のように表します。 

N 1 2 3 4 6 8 10 12 14
9
8
7
6
5
4
3
2

明
度
（
高
）
←

→

←
明

度
→

 

←彩度→ 

5R

5P 5Y

10YR

5B 5G
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長沼ブランドの 

景観ビジョン 

（目標像） 

②中央長沼
市街地 

長沼の中心らしい「調和」と「賑わい」の市街地

景観をつくる 

目標から景観が大きく外れてしまわないよう「ルール（景観形成基準）」を定めます 

×防風林の高さから突出す

る高い建築物等が建つ 

（→高さのルール） 

×違和感のある色彩の建築

物等が建つ 

（→色彩のルール） 

外壁・屋根は低彩度の色彩、素

材の色彩に 

看板のコンパクト化 

タンクなど住宅・店舗まわりの

附属物の修景 

駐車場の緑化 

のぼり旗など仮設的な看板は

おまつりのときなどメリハリを 

もって設置する 

この景観を実現するために、「景観づくりの工夫」を推奨します くふう 

商業系地域 
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長沼ブランドの 

景観ビジョン 

（目標像） 

②中央長沼
市街地 

長沼の中心らしい「調和」と「賑わい」の市街地

景観をつくる 

目標から景観が大きく外れてしまわないよう「ルール（景観形成基準）」を定めます 

×防風林の高さから突出する

高い建築物等が建つ 

（→高さのルール） 

×違和感のある色彩の建築

物等が建つ 

（→色彩のルール） 

この景観を実現するために、「景観づくりの工夫」を推奨します くふう 

住居系地域 

駐車場の緑化 

外壁・屋根は低彩度の色彩、素

材の色彩に 

シンボルツリー（既存

樹木の保全、植栽） 

住宅まわりの附属物の修景 
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商業施設：事業者の協力で進めます（1/2） 

 施設のデザイン  

■ファサードへの低彩度色彩、自然素材の導入 

馬追丘陵区域では、建築物外壁・屋根の色彩の彩度を制限し、自然と調和した住宅地の街並みを目指していま

す。中央長沼市街地の建築物にあっても、外壁や屋根といった広い面積の部分では、より低い彩度や自然素材

（木材、石材など）の導入により馬追丘陵区域と連続する感じを形成し、麓に広がる落ち着きある市街地とし

て印象を高めます。 

 

■修景・緑化 

①駐車場の緑化 

駐車場は長沼の生活に欠かせないものですが、広い面積を占めるアスファルトは無機的な印象を生みます。道

路側に緑地帯を設ける、高木を植栽するなど、緑で和らげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑がわずかに入るだけでも印象が和らぐ 

こうしたらよくなる 

景観づくりの 

工夫 

①馬追丘陵 ②中央長沼 
市街地 

くふう 
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商業施設：事業者の協力で進めます（2/2） 

②自動販売機など店舗まわりの附属物の修景 

建築物に付随して燃料タンクなどの附属物を設置するとき、景観的に負の要素となるものは目に付かないとこ

ろに設置できれば理想的ですが、利用上道路に近いことが望まれたり、自動販売機など目に付く必要が高い場

合があります。こういった附属物は存在感を和らげ、すっきりと見える工夫をします。例えば、緑を加える、

木製の板やパンチングメタルなどの金属板で遮へいする、建築物と同色に塗装するなどの手法があります。 

 

 

 

 

 

 

■看板 

①建物に設置する恒久的看板のコンパクト化 

 壁面看板、袖看板など建築物に設置する看板類は、まちに賑わいを生む装置の一つですが、目を引きつけよ

うとするあまり、「派手な色彩」の面積や「文字」の大きさが過大になると、来店者の印象を下げ兼ねません。

目に付きやすい「派手な色彩」や「文字」は、落ち着いた色彩の「壁面」にワンポイント的に設置するほうが、

品よく目立ち効果的です。 

 

 

 

 

 

 

 

②のぼり旗など仮設的な看板の抑制 

仮設的な看板であっても、安易に設置すれば中央長沼市街地の景観を乱しかねません。特にのぼり旗などは

連続的に設置されるため、ひとつひとつの存在は小さくとも、景観に対する影響は小さくありません。設置の

際は目的と効果を再確認し、必要であっても景観的に負の影響が大きければ他の方法で代替するなど、設置自

体を見直すことも考えます。 

 

 

■季節感の演出 

店舗や住宅の中では、正月飾り、ひな人形などの飾りものや、絵や写真を架け替えるなどして、季節ごとに

演出をされている方も多いでしょう。この考え方を住宅の外側に広げ、花づくり、イルミネーションなどによ

り季節間を演出し、街並みにアクセントを加えます。 

 

 

ワンポイント的に抑えると、質の高い印象になる 

こうしたらよくなる 

景観づくりの 

工夫 

①馬追丘陵 ②中央長沼 
市街地 

くふう 

自動販売機も、突出するより調和しているほうが 
印象が高まる。建物にあわせて囲いを設けた例（左） 
トレードマークの赤色ではなく、落ち着いたグレーに

塗装した例（右） 
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住居系地区：町民の協力で進めます 

 施設のデザイン  

■敷地内で雪処理できる屋根形状 

ゆったりした空間が魅力の長沼でも、長沼中央市街地では 1軒あたりの敷地面積は限られます。そのため勾配

屋根は敷地内で雪処理が出来るよう形状に配慮します。 

 

■ファサードへの低彩度色彩、自然素材の導入 

馬追丘陵区域では、建築物外壁・屋根の色彩の彩度を制限し、自然と調和した住宅地の街並みを目指していま

す。中央長沼市街地の建築物にあっても、外壁や屋根といった広い面積の部分では、より低い彩度や自然素材

（木材、石材など）の導入により馬追丘陵区域と連続する感じを形成し、麓に広がる落ち着きある市街地とし

て印象を高めます。 

 

■修景・緑化： 

①駐車場の緑化 

駐車場は長沼の生活に欠かせないものですが、自動車 1～2 台の面積であっても無機的な印象を生みます。道

路側に緑地帯を設ける、高木を植栽するなど、緑で和らげます。 

 

②住宅まわりの附属物の修景 

建築物に付随して燃料タンクなどの附属物を設置するとき、景観的に負の要素となるものは目に付かないとこ

ろに設置できれば理想的ですが、利用上道路に近いことが望まれ場合があります。こういった附属物は存在感

を和らげ、すっきりと見える工夫をします。例えば、緑を加える、木製の板やパンチングメタルなどの金属板

で遮へいする、建築物と同色に塗装するなどの手法があります。 

 

③シンボルツリー 

敷地にもともとある樹木を保全する、建築物の規模に見合った樹木を植栽するなど、「シンボルツリー」を大

切にします。我が家への愛着が高まり、印象が大きく向上し、来客にもてなしの気持ちが伝わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうしたらよくなる 

景観づくりの 

工夫 

①馬追丘陵 ②中央長沼 
市街地 

くふう 
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届出対象となる行為（建築物・工作物・開発行為等） 

種別 内容 規模 

新築、増築、改築、移転 

 

延床面積1,000㎡又は高さ16ｍを超

えるもの 

建築物 

外観を変更する修繕、模様替え又は色彩の変更 延床面積1,000㎡又は高さ16ｍを超

える建築物で外観の過半を超えるも

の 

擁壁その他これらに類するもの 高さ２ｍを超えるもの 新設、 

増築、 

改築、 

移転 

・電気の供給又は電気通信のための

施設 

・煙突、排気塔等 

・鉄筋コンクリート柱（電柱を除

く）、金属製の柱、木柱等 

・物見塔等 

・高架水槽等 

・彫像、記念碑等 

・観覧車、コースター、ウォーター

シュート等の遊戯施設 

・コンクリートプラント、アスファ

ルトプラント等の製造施設 

・自動車車庫の用に供する立体的な

施設 

・石油、ガス等の貯蔵・処理施設 

・汚水処理施設、ごみ処理施設等 

築造面積1,000㎡又は高さ16ｍを超

えるもの 

（建築物と一体となって設置される

場合は、地盤面から当該工作物の上

端までの高さ 16ｍを超えるもの又

は築造面積 1,000 ㎡を超えるもの）

工作物 

外観を変更する修繕、模様替え又は色彩の変更 上記の種類及び規模の工作物で外観

の過半を超えるもの 

開発行為 ・ 都市計画法に規定する開発行為 3,000 ㎡を超えるもの 

その他 ・ 土地の形質の変更（都市計画法に規定する

開発行為を除く） 

3,000 ㎡を超えるもの 

 

届け出る必要の

ない行為 

・上記の規模に満たない行為 

・通常の管理行為、非常災害のための応急措置として行う行為など 

 
 

景 観 を 壊 さ な い 

ためのルール 
②中央長沼 
市街地 
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 景観形成基準 

高さ ・ 防風林の高さより突出しないよう、16ｍ以下としてください。 

色彩 

 

・ 外壁・屋根の色彩は光沢を抑え、色相に応じ、【別表-2】の彩度を下回るよう

にしてください。（アクセントとして概ね 2 割の範囲内で用いる色彩はこの限

りではありません） 

・ 外壁・屋根に記載するものはワンポイントのロゴマーク・ロゴタイプに留め、

外観の面積の 25％を超えるイラストなどを記載しないでください。 

建

築

物 

 

緑化 ・ 既存の樹木を適切に保全するとともに、新たに樹木を植栽するなど、緑化に努

めてください。 

高さ ・ 防風林の高さより突出しないよう、機能上やむを得ない場合を除いて、高さが

16ｍ以下となる工夫をしてください。 

形態・意匠 ・ 建築物と一体的に整備する場合は、建築物本体とのデザインの調和を図ってく

ださい。 

・ 擁壁などについては、威圧感を軽減するよう、形状・素材感の工夫、壁面の緑

化、前面の植栽など修景措置を実施してください。 

・ 立体の施設は、外周部に樹木を植栽するなど修景措置を実施してください。 

色彩 ・ 工作物の表面の色彩は光沢を抑え、彩度 3 以下としてください。（法令で定め

られるものはこの限りでありません） 

・ 工作物表面に記載するものはワンポイントのロゴマーク・ロゴタイプに留め、

外観の面積の 25％を超えるイラストなどを記載しないでください。 

配置 ・ 道路その他の公共の場所からの見え方に配慮してください。やむを得ず高さが

16ｍを超えるときは、できる限り目立たない位置に配置してください。 

工

作

物 

 

緑化 ・ 既存の樹木を適切に保全するとともに、新たに樹木を植栽するなど、緑化に努

めてください。 

 

開

発

行

為

等 

・都市計画法に規

定する開発行為 

 

・土地の形質の変

更（都市計画法

に規定する開発

行為を除く） 

 

・ できる限り自然の地形を活かすよう配慮し、道路その他の公共の場所から見え

る箇所では、のり面・擁壁などの配置はできるだけ避けてください。 

・ 切土・盛土によって生じるのり面は、可能な限り土羽によるものとし、やむを

得ず擁壁を設置する場合は、必要最小限にとどめるとともに、仕上げの工夫ま

たは前面の植栽などによる修景措置を実施してください。 

・ 擁壁は、塗装、素材いずれの場合も、光沢を抑え、彩度 3以下としてください。

・ 擁壁に記載するものはワンポイントのロゴマーク・ロゴタイプに留め、外観の

面積の 25％を超えるイラストなどを記載しないでください。 

・ 既存の樹木を適切に保全するとともに、新たに樹木を植栽するなど、緑化に努

めてください。 

景 観 を 壊 さ な い 

ためのルール 
②中央長沼 
市街地 

※ 開発行為等については、必要に応じて、生活環境の整備その他の暮らしよい環境の創出に必要な対策を講じ

るよう要請を行う場合があります。 
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景 観 を 壊 さ な い 

ためのルール 
②中央長沼 
市街地 

別表-2 建築物の色彩 

 
 

色相 彩度 

5.0R～2.4Y  

（赤、オレンジ系統、 

黄色、黄緑系統） 

4 以下 

 

2.5GY～4.9R 

（緑、青緑、青、青紫、

紫、赤紫系統） 

3 以下 

5.0R 

2.5GY 

緑、青緑、青、青

紫、紫、赤紫系統

赤、オレンジ、黄

色、黄緑系統 

 

５B：青系統 

５R：赤系統 

2.5Y：黄色系統 

10YR：オレンジ系統

５B：緑系統 

点線内が 

中央長沼市街地、平地の農村で 

許容される色彩です 

彩度 0           4 

彩度 0           4 

彩度 0         3 

彩度 0           4 

彩度 0         3 

※③平地の農村も、建築物の色彩は②中央長沼市街地と 

同一のルールです 
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この景観を実現するために、「景観づくりの工夫」を推奨します くふう 

目標から景観が大きく外れてしまわないよう「ルール（景観形成基準）」を定めます 

×周辺の景観から突出する

高い建築物等が建つ 

（→高さのルール） 

×違和感のある色彩の建築

物等が建つ 

（→色彩のルール） 

宅地内の建物の色彩コーディネート（低彩度の色彩、素材の色彩）農機具や資材などの整頓 

アプローチの演出 

屋敷林の形成

良質な看板

農業がつくる長沼ならではの「美味しい景観」を

守り育てる 

長沼ブランドの 

景観ビジョン 

（目標像） 

③平地の 
農村 
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 施設のデザイン  

■ 敷地内の建築物・工作物の壁面・屋根の色彩コーディネート 

農家は、宅地内に複数の建築物・工作物を擁します。これらは、建てられる時期が異なる場合も多いですが、

外壁・屋根の色彩を統一するなど施設群としてトータルでコーディネートすると印象が向上します。現在は色

彩がバラバラであっても、塗装の塗替えのときに揃えていくことで景観が向上します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 低彩度色彩、自然素材の導入 

馬追丘陵区域では、建築物外壁・屋根の色彩の彩度を制限し、自然と調和した住宅地の街並みを目指していま

す。馬追丘陵区域外の建築物・工作物にあっても、外壁や屋根といった広い面積の部分では、より低い彩度で

暖色系の色彩や自然素材（木材、石材など）の導入により馬追丘陵区域と連続する感じを形成し、印象を高め

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 敷地内の利用を計画的に行う 

農家は一般に敷地に余裕があることが多いですが、駐車スペース、作業スペース、資材置場、緑地や屋外で休

憩できる場所など用途に応じて計画的に利用することを心がけます。景観的にスッキリ見え、作業の効率も向

上します。 

 

 

 

 

こうしたらよくなる 

景観づくりの 

工夫 

①馬追丘陵 ③平地の 
農村 

くふう 

屋根の色が同じにすることで「群」としての

一体感が生まれる 

彩度の低い落ち着いた色彩や自然素材は 
印象を高める 

敷地の一角にウッドデッキのスペースを設け、

外部にも憩いの場所を確保した例 
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 施設のデザイン  

 

■道路沿道の修景 

①資材などを整頓する 

道路からの見え方は地区の印象を決定付けるので資材･廃棄物･再生資源などを屋外に保管する際は、道路から

も見えることを意識して整理・整頓に努めます。景観的に負の要因となるものが道路から見える場合は、存在

感を和らげ、すっきりと見える工夫をします。例えば、緑を加える、木製の板やパンチングメタルなどの金属

板で遮へいする、建築物と同色に塗装するなどの手法があります。 

 

 

 

 

 

 

 

②各家のサインを設置する 

長沼町の農家は道路からのアプローチが長く取られることも多く、その場合はサイン（表札にあたる案内標識）

を設置すると案内性が向上します。サインは第一印象を形成するので、人柄（家柄）を感じさせるデザインと

なるよう心がけます。田園景観のなかで突出しないよう、屋根や壁面に大きな文字を記載することを控えます。

 

 

 

 

 

 

 

③アプローチを演出する 

道路と住宅との間に緑地を設け、花を育てたり、建築物の規模に見合った樹木（シンボルツリー）を植栽する

などアプローチの緑を演出します。我が家への愛着が高まり、来客にもてなしの気持ちが伝わります。道路か

らのアプローチの全てを花で飾ることは負担が大きいですが、曲がり角などアクセントになる箇所だけでも印

象が大きく向上します。 

 

 

 

こうしたらよくなる 

景観づくりの 

工夫 

①馬追丘陵 ③平地の 
農村 

くふう 

緑を加えるなどして住環境の質を高める

第一印象を形成するサインは建物本体のデザイン

と同様に重要（※商業施設の例） 

 

建物までのアプローチを花で演出した例 
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景 観 を 壊 さ な い 

ためのルール 
③平地の 
農村 

届出対象となる行為（建築物・工作物・開発行為） 

 

種別 内容 規模 

新築、増築、改築、移転 

 

延床面積1,000㎡又は高さ10ｍを超

えるもの 

建築物 

外観を変更する修繕、模様替え又は色彩の変更

 

延床面積1,000㎡又は高さ10ｍを超

える建築物で外観の過半を超えるも

の 

擁壁その他これらに類するもの 高さ２ｍを超えるもの 新設、 

増築、 

改築、 

移転 

 

 

・電気の供給又は電気通信のための

施設 

・煙突、排気塔等 

・鉄筋コンクリート柱（電柱を除

く）、金属製の柱、木柱等 

・物見塔等 

・高架水槽等 

・彫像、記念碑等 

・観覧車、コースター、ウォーター

シュート等の遊戯施設 

・コンクリートプラント、アスファ

ルトプラント等の製造施設 

・自動車車庫の用に供する立体的な

施設 

・石油、ガス等の貯蔵・処理施設 

・汚水処理施設、ごみ処理施設等 

築造面積1,000㎡又は高さ10ｍを超

えるもの 

（建築物と一体となって設置される

場合は、地盤面から当該工作物の上

端までの高さ 10ｍを超えるもの又

は築造面積 1,000 ㎡を超えるもの）

工作物 

外観を変更する修繕、模様替え又は色彩の変更 上記の種類及び規模の工作物で外観

の過半を超えるもの 

開発行為 ・ 都市計画法に規定する開発行為 10,000 ㎡を超えるもの 

その他 ・ 土地の形質の変更（都市計画法に規定する

開発行為を除く） 

10,000 ㎡を超えるもの 

 

届け出る必要の 

ない行為 

・ 上記の規模に満たない行為 

・ 通常の管理行為、非常災害のための応急措置として行う行為など 
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 景観形成基準 

高さ ・ 周辺の景観から突出しないよう、機能上やむを得ない場合を除いて、10ｍ以下

としてください。 

色彩 ・ 外壁・屋根の色彩は光沢を抑え、色相に応じ、【別表-2】の彩度を下回るよう

にしてください。（アクセントとして概ね 2 割の範囲内で用いる色彩はこの限

りではありません） 

・ 外壁・屋根に記載するものはワンポイントのロゴマーク・ロゴタイプに留め、

面積の 25％を超えるイラストなどを記載しないでください。 

建

築

物 

緑化 ・ 既存の樹木を適切に保全するとともに、新たに樹木を植栽するなど、緑化に努

めてください。 

高さ ・ 周辺の景観から突出しないよう、機能上やむを得ない場合を除いて、高さが

10ｍ以下となる工夫をしてください。 

形態・意匠 ・ 建築物と一体的に整備する場合は、建築物本体とのデザインの調和を図ってく

ださい。 

・ 擁壁などについては、威圧感を軽減するよう、形状・素材感の工夫、壁面の緑

化、前面の植栽など修景措置を実施してください。 

・ 立体の施設は、外周部に樹木を植栽するなど修景措置を実施してください。 

色彩 ・ 工作物の表面の色彩は光沢を抑え、彩度 3 以下としてください。（法令で定め

られるものはこの限りでありません） 

・ 工作物表面に記載するものはワンポイントのロゴマーク・ロゴタイプに留め、

面積の 25％を超える大きな文字・イラストなどを記載しないでください。 

配置 ・ 道路その他の公共の場所からの見え方に配慮してください。やむを得ず高さが

10ｍを超えるときは、できる限り目立たない位置に配置してください。 

工

作

物 

緑化 ・ 既存の樹木を適切に保全するとともに、新たに樹木を植栽するなど、緑化に努

めてください。 

 

開

発

行

為

等 

・都市計画法に

規定する開

発行為 

 

・土地の形質の

変更（都市計

画法に規定

する開発行

為を除く） 

 

 

・ できる限り自然の地形を活かすよう配慮し、道路その他の公共の場所から見え

る箇所では、のり面・擁壁などの配置はできるだけ避けてください。 

・ 切土・盛土によって生じるのり面は、可能な限り土羽によるものとし、やむを

得ず擁壁を設置する場合は、必要最小限にとどめるとともに、仕上げの工夫ま

たは前面の植栽などによる修景措置を実施してください。 

・ 擁壁は、塗装、素材いずれの場合も、光沢を抑え、彩度 3以下としてください。

・ 擁壁に記載するものはワンポイントのロゴマーク・ロゴタイプに留め、外観の

面積の 25％を超えるイラストなどを記載しないでください。 

・ 既存の樹木を適切に保全するとともに、新たに樹木を植栽するなど、緑化に努

めてください。 

景 観 を 壊 さ な い 

ためのルール 
③平地の 
農村 

※ 開発行為等については、必要に応じて、生活環境の整備その他の暮らしよい環境の創出に必要な対策を講

じるよう要請を行う場合があります。 
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 3-3 公共施設による景観向上の先導（法第 8条第 2項第 5 号関係） 

 

長沼町の美しい景観づくりを進める上で、道路や橋梁、公園などの公共施設は、重要な役割を担

っています。 

そこで、道路・河川・土地改良施設・公園緑地・公共建築物・サインなどを対象に、町独自の「公

共施設の景観づくり指針」により、町の管轄する公共施設において景観向上を進めます。 

また、国、北海道など関係機関に対しても、同指針を踏まえた景観配慮を要請するとともに、必

要な場合は、景観法に基づく「景観重要公共施設」に指定することも検討します。 

※詳細は別冊「公共施設の景観づくり指針」に規定します。 

 

 

道路、河川、公国等の公共施設は、地域の景観を構成する重要な要素の一つであることから、景観法では、

こうした公共施設と周辺の建築物等が一体となった良好な景観形成を進めることを可能とするため、景観行政

団体が、景観計画区域における良好な景観の形成に重要な公共施設を「景観重要公共施設」とし、景観計画に

「整備に関する事項」や「占用等の許可の基準」を定めることができるものとされています。 

このうち「整備に関する事項」は、当該景観重要公共施設の整備に当たって、景観上配慮すべき事項につい

て定めるものであり、「占用等の許可の基準」は、当該景観重要公共施設の景観上の特性を維持、増進するた

めに定めるものです。 

景観計画にこれらの事項を定める際には、当該公共施設管理者が景観行政団体である場合を除き、景観行政

団体は、あらかじめ、当該公共施設管理者に協議し、同意を得る必要があります。 
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 3-4 屋外広告物（法第 8条第 2項第 5 号イ関係） 

 

屋外広告物は、市街地に賑わい・活気をもたらす効果がある一方で、無秩序かつ過剰に設置され

ることで、景観を損ねる一面もあります。 

屋外広告物は景観を構成する重要な要素であり、表示面積や色彩・デザイン、設置数などについ

て、周辺景観に配慮がなされるよう誘導していきます。 

当面は、「北海道屋外広告物条例」を遵守することを基本とし、必要に応じて、本町の実情に即

した独自の制限を検討していきます。 

 
 
3-5 景観協定 

 

景観協定は、住民が自らの手で景観づくりに関する

自主的な約束事を定め、協定を結ぶものです。 

この景観協定では、建築物の色や形状、敷地の緑化、

看板のデザインといったハード面だけでなく、家の前

や店先に花を飾るなど、ソフト面も含めた幅広い取り

決めを行うことができます。 

また、町長が景観協定を認可することで景観法によ

る効力が生じ、土地の所有権や借地権が移転した場合

にもその効力が継承されます。 

景観協定は、住民が中心となって美しい景観づくり

を進める有効な方法であり、情報の提供や技術的支援

などに努めていきます。 

 

 

3-6 景観農業振興地域整備計画の策定（法第 8条第 2項第 5 号ニ関係） 

 

 農業がつくり出す四季折々の景観は、長沼の景観を形づくる最も重要な要素です。景観法には「景

観農業振興地域整備計画」という制度があり、景観形成作物の作付け、耕地内防風林の適正管理な

ど、景観に配慮した農地の利用を地域ぐるみで行う場合に法的な後押しを行うほか、景観整備機構

として指定されたＮＰＯなどが農地の利用権を取得できる仕組みも用意されています。 

今後、農地を活用した景観づくり・地域づくりへの機運を高め、長沼ブランドの「美味しい景観」

を実現するよう、制度の概要や取り組み事例の紹介などを行いながら、景観農業振興地域整備計画

の策定を検討していきます。 

景観協定で定める事項 
 
○景観協定の区域 
○良好な景観形成のために必要な事項

（以下から必要なものを選択） 
 ・建築物・工作物のデザイン・構造・

用途など 
 ・樹木・草地などの保全、緑化 
 ・屋外広告物の基準 
 ・農用地の保全・利用 
 ・その他の事項 
○景観協定の有効期間 
○違反した場合の措置 
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 3-7 景観重要建造物・景観重要樹木の指定 

 
 
 景観法では、地域の景観上重要な建造物や樹木について、

町が景観重要建造物・景観重要樹木に指定する制度があり

ます。 

これらに指定されると、所有者及び管理者に適正管理の義

務が課されるほか、外観を変更する際には許可を受けるこ

とが必要となります。 

 
（１）指定方針（法第 8条第 2項第 4 号関係） 
 町の自然、歴史、文化等からみて、建造物の外観や樹木

の姿が景観上の特徴を有し、道路その他の公共の場所から

容易に見ることのできるものであって、「歴史的・文化的

重要性」、「希少性」または「シンボル性」が認められるな

ど、美しい景観づくりにおいて重要と認められるものを指

定することとします。 

 
（２）指定手続き 

指定に当たっては、あらかじめ建造物・樹木の所有者の

意見を聴くほか、有識者（美しい景観づくりアドバイザー）

や美しい景観づくり町民会議の意見を聴くこととします。 

 

 

景観重要建造物等に指定されると、外観等に係る部分等について建築基準法の規制緩和が可能となるこ

とや、税制上の特例などのメリットがある一方、その所有者・管理者は、良好な景観が損なわれないよ

う適切に管理することが義務づけられます。そこで、景観整備機構により景観重要建造物等の管理を行

うことも考えられます。景観整備機構とは、地方公共団体（長沼町）に代わって、あるいは地方公共団

体とともに良好な景観形成に取り組む主体として指定するもので、NPO 法人などを想定しています。 

①要望・提案 

②有識者・町民会議の意見を聴く

【視点】 
・歴史的・文化的重要性 

・希少性 

・シンボル性 

③所有者の意見を聴く 

④認定 
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第４章 景観づくりの進め方 

 

 

美しい景観づくりのためには、町民・事業者・行政等の各主体が、前章までの「景観の目標像」

や「行為の制限」などの内容を十分理解し、それぞれが取り組みを実践していくことが必要です。

町全体で体系的かつ効果的に景観づくりを進めていくため、計画をスタートした後の３～４年程度

で実施するリーディングプロジェクトを設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-1 推進する体制づくり 

 

 

ねらい  

継続的な取り組みとなるよう、 

町民、事業者、行政内部に「景観の伝道師」を育てる 

 

１～２年以内の

プロジェクト 

 
・ 美しい景観づくりに関し、有識者から専門的な指導・助言などを受けられ

るよう、アドバイザー制度を設ける 

・ 景観に関心の高い町民による「美しい景観づくり町民会議」を組織し、コ

ンテストの企画・検討など、サポート活動を行う 

 

 

 

  

推進する体制づくり

ＰＲ・広報啓発活動

即効性ある取り組み

リーディングプロジェクト 
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4-2 PR・広報啓発活動 

 

 

ねらい  

景観に関心がない町民との接点を多くしながら、 

町内事業者のビジネスチャンスを増やすＰＲを行う  

 

３～４年以内の

プロジェクト 

 
・ 暮らしの景観で推奨する姿、行為の届出に関する手続きなどを良質なデザ

インのパンフレットにまとめて配布し、ホームページでも情報を発信する

・ 町内の建築物を含む住空間の設えについて表彰する「長沼テイスト・暮ら

しの百景コンテスト（仮称）」を創設 

・ 季節感ある景観を演出する取り組みを紹介・推奨（キガラシなど景観作物

の栽培、冬のライトアップなど） 

 

 

 

 

4-3 即効性ある取り組み 

 
 
ねらい  

分かりやすい成功例をつくる 

 

３～４年以内の

プロジェクト 

 
・ 実施予定事業と連携し、まちの入り口・主要眺望点などで景観向上に取り

組む 

・ 道路など公共施設の整備・維持などの際に、景観への配慮がなされるよう、

関係機関と調整しつつ進める 
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